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★1、2年生の皆さんもインターンシップ in東北に参加しよう！
インターンシップとは、学生が企業や団体に出向き、実際の職場で働

くことを通して、「働くこと」、「仕事」をすること、さらには「職業人」にな
ることに対するあなたの思いや向き合い方を自身で確認しなおす学習
の機会です。
また、職業や職場に対するイメージと実際（リアル）のギャップを知る

ことができるため、より良い就職活動をすることが可能になります。社会
に出る不安を少しでも払しょくし、「働くこと」に対して自分なりの考えを持つことができる機会として有効なので
す。
インターンシップ in東北は、大学と企業が協定を結ぶ5日間程度のインターンシップです。実際に仕事を体験
することで様 な々角度から仕事、職業を理解できます。大学が学生さんをフォローする点も安心ですし、また、岩
手県立大学、岩手大学、盛岡大学等で連携している企画なので、交流の輪も広がるかもしれません。
低学年の内から参加することで、より良い将来設計や就職活動につながります。チャンスは春休みと夏休みで

す。皆さんの積極的な参加をお待ちしております。

インターンシップ in東北 
（幹事校：岩手県立大学）

C-15
滝沢市

#仕事を理解する　#自分自身を理解する　#社会で必要な能力を理解する　
#学習意欲の向上

【東京にいながら岩手を学ぶ】
杏林大学が進めている「地域交流」は総合大学としての特徴を活かして

（医学部、保健学部、総合政策学部、外国語学部）健康・福祉、地域活性
化、防災など様 な々分野で行っている。COC事業（地域を志向する人材の
育成）を継続させつつ、COC+事業（地方創生の中心となる「ひと」の集積を
目指す事業）を推進していく中で、本学は岩手大学を中心とし、岩手県内へ
の「ひと」の集積を推進している。杏林大学は東京都内に所在する大学だ
が、この事業を協働していることから、正課授業の中で「岩手県」の地域課題を取り上げ、東京にいながらも岩
手を学ぶ機会を設けている。この活動によって本学へ進学後のUターンや、岩手県を支える魅力的な人材の育
成に尽力している。
大学での学びは座学だけではない。地域におけるボランティアやクラブ活動、ゼミ活動で得る経験や知識は、
岩手県に就職した後でも十分に発揮できるはずである。『岩手県』を一緒に学び、再発見して、感じてもらいたい
と思う。杏林大学では地域で活躍する学生を精一杯応援する。

杏林大学C-16
東京都三鷹市

#東京にいながら岩手を学ぶ　#地域交流　#Uターン
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